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PNGase 処理を行うことにより糖鎖付加部位を標識した（Isotope-coded Glycosylation site-specific 






















イス xであると考えられる。野生型マウスで同定された蛋白質の約 75％でルイス xが存在し、Fut9
ノックアウトマウスで消失することから、これまで考えられていた以上にルイス xが普遍的に存在
することが明らかになった。この研究結果は、ルイス x(+)糖蛋白質の腎臓における機能解明や疾患
における変化などを調べるための基盤を与えるものである。 
 
審査の結果の要旨 
(批評) 
 本研究は、腎臓におけるルイス x糖鎖構造を持つ糖蛋白質を網羅的に同定した優れた研究である。
精密な実験を行うのみならず、新規のグライコプロテオミクス解析法を開発することにより、多数
のルイス x(+)糖蛋白質を同定したことは高く評価できる。これまで考えられていた以上にルイス
x(+)糖蛋白質が普遍的に存在することが明らかにし、ルイス型糖鎖の生物学を大きく推し進めるも
のである。さらに得られた糖蛋白質リストは、腎臓におけるルイス x(+)糖蛋白質の機能解明や病態
時の変化などの将来の研究に基盤になるものであり、医学的価値が高い優れた研究であると評価で
きる。 
 
審査様式２－１ 
 
平成２７年１０月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について
説明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合
格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
